〔追悼文〕在りし日の星野先生 by 栗山 容子
Homage




Professor Emeritus Akira Hoshino, former director of IERS,  
former Professor of Psychology, passed away on November 7, 2015.




































































In Remembrance of Prof. Akira Hoshino
栗山　容子 KURIYAMA, Yoko
● 国際基督教大学名誉教授























心理学 その境界を越えて」全 3 巻には先生の長
年の学究生活で書かれた著書や研究論文から，
折々に文章にされた講演録や論評，交友録まで，
広く収められています。このサブタイトルからも
わかるように，ご関心は社会心理学という枠にと
どまらず，異文化間心理学やコミュニティアプ
ローチへ，人格・臨床の枠にはまらずに，人間性
の心理学やいのちの電話の実践的活動へと広く，
深くその境界を越えていきます。しかし，ご自身
はそういった必然的ともいえる研究対象の広がり
に対して，方法の上で「科学でない」との批判に
あって，『「客観的因果論的説明にならない」…「境
界を踏み越える研究」とみなされることを恐れて
いた』と述べています。今日，このような心理学
の対象領域は一般に認識され，受け入れられて，
さらに発展しています。その意味では，科学とい
う名のもとでの狭義の心理学にとどまらない心理
学の境界を踏み越えたパイオニアと位置づけるこ
ともできるように思います。そういったご功績が
2013年の日本心理臨床学会第32回大会で，平成
25年度学会賞を受賞された理由にあったのでは
ないかと推察しています。私にはいずれの領域に
おいても先生のヒューマニズムの精神がその本質
にあって，ICUの理念が顕現しているように思わ
れるのです。
　クリスマスシーズンの賑わいが聞かれるこの時
期，年に一度，金糸と朱糸のクリスマスツリーが
刺繍されたテーブルセンターを出してきます。30
年も前にドイツの学会帰りの先生からいただいた
もの，今は亡き在りし日の先生を偲び，感謝を捧
げます。

